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検 査 情 報

１．ウイルス検査情報（大阪府・大阪市 ･堺市）

1）平成 22年検出ウイルス

　平成 22 年は、主に病原体定点病院からのサーベイランス検体は 2,335 件であった。

(1)	 月別ウイルス検出数

　表 1 に平成 22 年に大阪府・大阪市 ･ 堺市で検出されたウイルスを月別に示す。ウイル

スの年間の総検出数は 1,307 例で、エンテロウイルスが 237 例であり、最も多く検出さ

れた。エンテロウイルスの中では、エンテロウイルス 71 型が最も多く、6 月の 20 例、7

月の 18 例、8 月の 14 例を含め、1 月から 9 月の期間に 70 例検出された。次いでコクサッ

キーウイルス B2 型が 7 月 16 例と 8 月 10 例を含めて 4 月、5 月、及び 7 月から 10 月の

間に計 37 例、エコーウイルス 6 型が 4 月、6 月から 9 月、および 11 月と 12 月に計 30 例、

エンテロウイルス 68 型が 7 月の 10 例を含めて、6 月から 10 月の間に計 24 例、コクサッ

キーウイルス A4 型が、6 月 13 例を含め、4 月から 8 月を主に計 22 例、エコーウイルス

3 型が 8 月の 7 例を含め 7 月から 11 月に 14 例、コクサッキーウイルス B4 型が 7 月か

ら 10 月の期間に 11 例検出された。

　エンテロウイルスに次いで多かったのは、ライノウイルス 186 例で、その他インフル

エンザウイルス 166 例、RS ウイルス 164 例であった。ノロウイルス 98 例、パラインフ

ルエンザウイルス 90 例も比較的多く検出された。

　ライノウイルスは、年間を通じて検出されたが、月別の検出数は、4 月の 27 例が最

も多く、次いで 11 月 26 例、5 月 21 例であり、4 月から 5 月の春季と 10 月から 11 月

の秋季に比較的多く検出された。インフルエンザウイルスは、AH1pdm 亜型が最も多

く 139 例検出された。月別では、平成 21 年 10 月をピークとした新型インフルエンザの

流行が平成 22 年 1 月以降も続き、AH1pdm 亜型は、1 月の 67 例を含めて、1 月から 5

月にかけて 97 例検出された。また、平成 22/23 年インフルエンザシーズンについては、

AH1pdm 亜型は、10 月から 12 月に、12 月の 36 例を含めて 40 例検出された。AH3（香港）

亜型は、8 月の 5 例を含めて、6 月から 9 月に 8 例検出され、10 月から 12 月の 3 カ月に、

12 月の 7 例を含めて 11 例検出された。B 型は、4 月、5 月、11 月、12 月に各 1 例であっ

た。その他、A 型（亜型不明）を 1 月から 3 月の間に 4 例検出した。AH1（ソ連）亜型

は期間を通じて検出されなかった。



106

感染症発生動向調査事業報告書　第 29 報

　RS ウイルスは、年間を通じて検出され、9 月の 26 例が最も多く、次いで 7 月 23 例、

6 月 17 例、11 月 16 例であった。ノロウイルスは、すべてノロウイルス G Ⅱ型で 9 月を

除いて検出され、98 例であった。12 月 36 例が最も多く、次いで 11 月に 17 例、3 月に

10 例検出された。パラインフルエンザウイルスは、3 型が 58 例を占め、1 型 17 例、2

型 15 例であった。

　ウイルスの年間検出数は、1,307 例、新型インフルエンザの発生した平成 21 年と比較

するため、インフルエンザウイルス AH1pdm（新型）亜型および A 型（亜型不明）を除

くと、1,164 例であり、平成 21 年の 813 例に対して、43.2％の増加であった。

　平成 19 年に流行し、検出数が多かった麻疹ウイルスは、平成 20 年 15 例、平成 21 年

は 1 例と減少し、平成 22 年も 2 例の検出であった。

　ウイルス検出数を月別にみると、4 月の 140 例が最も多く、ライノウイルスが 27 例、

パラインフルエンザウイルス 25 例うちパラインフルエンザ 3 型が 23 例、次いでヒトメ

タニューモウイルス 17 例、エンテロウイルス 12 例が検出された。次に多く検出された

月は、12 月の 133 例、7 月 132 例の順であった。12 月は、インフルエンザウイルスが

44 例うち AH1pdm 亜型が 36 例検出された。その他、ノロウイルス G Ⅱ型 36 例、ライ

ノウイルス 14 例、RS ウイルス 12 例を検出した。7 月は、エンテロウイルスが 58 例、

RS ウイルス 23 例、ライノウイルス 13 例であった。エンテロウイルスの中では、エンテ

ロウイルス 71 型が 18 例、コクサッキーウイルス B2 型 13 例、エンテロウイルス 68 型

10 例であった。6 月 127 例、5 月 119 例、9 月 115 例がこれに続いた。

　平成 21 年は、年 7 月から 12 月まで新型インフルエンザの流行によりインフルエンザ

ウイルス AH1pdm 亜型が検出ウイルスの 64 ～ 94％を占めた。平成 22 年 1 月および 2

月は、この平成 21 年秋以降の新型インフルエンザの流行が続いており、1 月検出ウイル

ス 96 例中 69 例（71.9％）、2 月 65 例中 27 例（41.5％）であったが、10 月以降の平成

22 年・23 年のインフルエンザシーズンでは、12 月検出ウイルス 133 例中 36 例（27.1％）

であった。

(2) 年齢別ウイルス検出数

　表 2 に検出ウイルスを年齢別に示す。最も多くウイルスが検出されたのは 1 歳未満の

348 例であった。1 歳未満で最も多く検出されたウイルスは、エンテロウイルスの 79 例

で、続いてライノウイルス 67 例、RS ウイルス 61 例であった。エンテロウイルスの中で

は、コクサッキーウイルス B2 が 24 例、エンテロウイルス 71 型 16 例、エコーウイルス

6 型 10 例であった。その他、パラインフルエンザウイルス 31 例、そのうち 3 型が 22 例、
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表１　月別ウイルス検出数（2010.1 〜 12）
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表２　年齢別ウイルス検出数（2010.1 〜 12）
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アデノウイルス 24 例、そのうち 2 型 14 例、ノロウイルス G Ⅱ型 20 例、ヒトメタニュー

モウイルス 18 例、ヒトボカウイルス 12 例なども比較的多く検出された。

　年齢別で次に多かったのは 1 歳の 342 例であった。1 歳からの検出で最も多かったの

は RS ウイルスで、58 例検出された。次いでライノウイルス 48 例、エンテロウイルス

39 例、うちエンテロウイルス 71 型 17 例、アデノウイルス 35 例、うち 2 型 13 例、3

型 10 例、ノロウイルス G Ⅱ型 29 例、ヒトボカウイルス 26 例、パラインフルエンザウ

イルス 22 例、そのうち 3 型 16 例、ヒトメタニューモウイルス 16 例であった。

　ポリオウイルスは、1 歳未満で 3 型 1 例、1 歳で 1 型 2 例、2 型 5 例、3 型 1 例、2 歳

で 1 型 1 例、2 型 1 例、4 歳で 2 型 1 例と 12 例検出されたが、ワクチン接種及びワクチ

ン接種者との接触によるものと考えられた。

　その他の年齢では、インフルエンザウイルス、エンテロウイルス、ライノウイルス、ノ

ロウイルス G Ⅱ型、RS ウイルス、アデノウイルス、パラインフルエンザウイルスなどが

主に検出された。

２）月別・疾患別検体数とウイルス陽性例数

(1) ウイルス陽性率

　平成 22 年に大阪府立公衆衛生研究所ウイルス課、大阪市立環境科学研究所微生物保健

担当、堺市衛生研究所微生物グループで検査を行った検体総数は 2,335 件であり、ウイ

ルス検出陽性数は 1,132 件で陽性率は 48.5％であった。この中で、大阪府立公衆衛生研

究所で行なった検体総数は 774 件、陽性数 324 件、陽性率 42.0％、大阪市立環境科学研

究所および堺市衛生研究所での成績は、それぞれ 1,129 件、544 件、48.2％と、432 件、

264 件、61.1％であった。

　大阪府・大阪市 ･ 堺市の検体総数を平成 21 年と比較すると、平成 22 年は、平成 21

年にみられた新型インフルエンザの流行によるインフルエンザ検体の大きな増加はなく、

936 件 (28.6％ ) 減少した。ウイルス検出陽性率については、平成 21 年に比べて検体全

体の陽性率は 9.9％減少した。これは、陽性率の高いインフルエンザの検体の割合が平成

21 年に比べて大きく減少したことによるものと考えられた。

(2)	 月別・疾患別検体数とウイルス陽性数（表 3）

　検体数の多かった月は 6 月と 7 月 ( 各 262 件、全体の 11.2％ ) で、次いで 12 月 (223 件、

9.6％ )、8 月 (217 件、9.3％ )、4 月（205 件、8.8％ )、9 月 (202 件、8.7％ ) の順であっ

た。これらの月毎の検体数の多い疾患をみると、6 月は無菌性髄膜炎と下気道炎がともに
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46 件で多く、この月の検査数の 17.6％ (46/262) を占めた。感染性胃腸炎 27 件（10.3％、

27/262）、手足口病 24 件（9.2％、24/262）がこれに続いた。7 月は、無菌性髄膜炎の

検体数が 72 件で最も多く、27.5％ (72/262) であった。次いで下気道炎が 43 件（16.4％、

43/262）、口内炎・上気道炎 31 件（11.8％、31/262)、手足口病 28 件 10.7％（28/262）

であった。12 月の検体数は感染性胃腸炎 71 件（31.8％、71/223）が最も多く、次いで

インフルエンザ 46 件（20.6％、46/223）、下気道炎 34 件（15.2％、34/223）によるも

のであった。8 月は、無菌性髄膜炎 41 件（18.9％、41/217）、下気道炎 34 件（15.7％、

34/217）、4 月は、下気道炎 70 件（34.1％、70/205）と感染性胃腸炎 34 件（16.6％、

34/205)、9 月は、下気道炎 56 件（27.6％、56/203）、無菌性髄膜炎 35 件（17.2％、

35/203）の検体数が多かった。

　月別ウイルス検出陽性率は、1 月 62.8％ (93/148) を筆頭に、12 月 54.7％ (122/223)、

続いて、4 月 53.2％ (109/205)、11 月 52.0％（90/173）であった。1 月の陽性率が高い

のは、57.4％（85/148）を占めたインフルエンザの検体からの AH1pdm 亜型ウイルス

を検出数が 65 件、76.5％（65/85) と検出率が高いため、12 月は、インフルエンザの検

出率 95.6％（44/46）、が高く。また他にも、検出率の高い感染性胃腸炎 63.4％（45/71）、

下気道炎 55.9％（19/34）の検体数が多かったためである。

(3) 疾患別検体数

　疾患別検体数は、下気道炎 495 件（構成比 21.2％、495/2336）が最も多く、以下、

感染性胃腸炎 321 件 (13.7％ ) 、無菌性髄膜炎 291 件（12.5％）であった。平成 21 年に

検体数の多かったインフルエンザの検体数は、216 件（9.3％）に減少した。

　下気道炎の月別検体数は、最も検体数が多かったのは、4 月の 70 件、年間検体数の

14.1％（70/495）を占めた。次いで 9 月 56 件、11.3％（56/495）、5 月 51 件、10.3％

（51/495）、3 月と 11 月が各 47 件、9.4％（47/495）、6 月 46 件、9.3％（46/495）の

順であり、3 月から 6 月の 4 ヵ月で年間検体数の 43.2％を占めた。1 月と 2 月の検体数

はやや少なかった。

　感染性胃腸炎の検体数は、12 月 71 件、22.1％ (71/321) が最も多く、次いで 11 月 39 件、

12.1% (39/321)、4 月 34 件、10.6％（34/321）、3 月 32 件、10.0％（32/321）の順であっ

た。

　 無 菌 性 髄 膜 炎 は、7 月 72 件、24.7 ％（72/291）、6 月 46 件、15.8 ％、8 月 41 件、

14.1％、9 月 35 件、12.0％であり、夏季に多かった。

　インフルエンザは、1 月の検体数が 85 件、39.4％（85/216) で最も多く、2 月も 37 件％、
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17.1％（37/216）であった。平成 22/23 年シーズンのインフルエンザは、AH1pdm

（AH1(2009)）亜型を主とした AH3 亜型 (A 香港型 ) との混合流行が 11 月から始まり、

インフルエンザの検体数は、11 月 11 件、12 月 46 件であった。

　麻しんは平成 20 年度のような流行はなく、年間の検体数は、87 件であった。ウイル

スが陽性の検体は、遺伝子型別で A 型が検出された 2 件のみであった。

(4) 疾患別にみたウイルス陽性率（表3）

　疾患別のウイルス検出陽性率は、インフルエンザが最も高く 80.6％ (174/216)、次いで、

下気道炎 71.3％ (353/495) であり、RS ウイルス感染症 68.6％ (35/51) なども 60％を超

える検出率であった。また、検出率が 50％を超えたのは、流行性角結膜炎、急性出血性

結膜炎55.6％（10/18）、感染性胃腸炎53.3％（171/321）、口内炎・上気道炎53.0％(88/168) 

であった。手足口病は、50.0％ (47/94)、咽頭結膜熱は、41.5％ (27/65) の検出率であった。

　一方、検出率の低い疾患は、麻疹の 2.3％ (2/87)、流行性耳下腺炎 5.9％ (1/17)、その

他の発疹症 7.5％（5/67）などであった。

　また、脳症・脳脊髄炎 20.2％ (24/119)、ヘルパンギーナ 38.7％ (41/106)、水痘

20.0％（1/5）、無菌性髄膜炎 33.0％（96/291）は、昨年に比べ、陽性率が高かった。

　インフルエンザから最も多く検出されたウイルスは、AH1pdm（AH1(2009)）亜型

136 件 78.2％（136/174）であった。1 月は、AH1pdm（AH1(2009)）亜型が 65 件と

検出ウイルスの 94.2％（65/69）を占め、また、2 月 25 件 86.2％（25/29）、12 月 36

件 81.8％（36/44）を占めた。AH3 亜型 (A 香港型 ) は 18 件 10.3％（18/174）で、7 月

以降続けて検出され、12 月 7 件 15.9％ (7/44) であった。

　下気道炎から検出されたウイルスは、ライノウイルス 124 件が最も多く、検出された

ウイルスの 35.1％（124/353）を占めた。ライノウイルスは、年間を通じて検出されて

いるが、3 月から 5 月にかけて、また、10 月と 11 月に多く検出された。とくに 11 月は、

検出されたウイルスの 64.7％（22/34）を占めた。次に検出数が多いウイルスは RS ウイ

ルスで、112 件 31.7％（112/353）であった。RS ウイルスも年間を通じて検出されたが、

6 月、7 月、9 月に検出数が多かった。次いでパラインフルエンザウイルス 60 件 17.0％

（60/353）、うち 3 型 45 件、ヒトメタニューモウイルス 45 件 12.7％（45/353）の順であっ

た。パラインフルエンザウイルス 3 型は、3 月から 6 月、とくに 4 月 20 件、5 月 17 件

で 82.2％（37/45）が検出された。ヒトメタニューモウイルスは、2 月から 5 月、とくに

3 月 22 件と、4 月 14 件で 80.0％（36/45）が検出された。その他、エンテロウイルス

26 件、うち 68 型が 15 件、ヒトコロナウイルス 23 件、うち OC43 が 12 件、NL63 が
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11 件、アデノウイルス 22 件、うち 2 型 11 件などが検出された。

　感染性胃腸炎検体からは、ノロウイルス 96 件 56.1％（96/171）が最も多く検出され、

すべて G Ⅱであった。月別では、12 月 36 件が最も多く、次いで 11 月 17 件、3 月 10

件であった。とくに 11 月と 12 月の 2 ヶ月間で 53 件 55.2％（53/96）が検出された。

次いで多く検出されたウイルスは、A 群ロタウイルス 28 件 16.4％（28/171）、アデノウ

イルス 22 件 12.9％（22/121）うちアデノウイルス 40/41 型 8 件、サポウイルス 13 件 7.6％

（13/171）であった。A 群ロタウイルスは、2 月から 6 月の期間にすべて検出され、月別

では、5 月 10 件、4 月 8 件、3 月 6 件の順で多かった。

　無菌性髄膜炎から検出されたウイルスは、エンテロウイルスが 75 件で検出ウイルスの

78.1％（75/96）を占め、うちコクサッキーウイルス B2 型が 21 件 21.9％（21/96）、エ

コーウイルス 6 型 19 件 19.8％、エンテロウイルス 71 型 13 件 13.5％であった。ムンプ

スウイルス 10 件 10.4％も検出された。月別では、コクサッキーウイルス B2 型は、7 月

12 件、8 月 5 件で、7 月から 10 月の期間でほとんどが検出された。エコーウイルス 6 型

は、9 月 8 件、8 月 5 件、エンテロウイルス 71 型は、7 月 6 件、6 月 3 件であった。

　手足口病の検体からは、エンテロウイルス 71 型 38 件 80.9％（38/47）が最も多く検

出された。月別では、6 月 11 件、次いで、7 月 10 件、8 月 8 件であり、3 月から 8 月の

間に主に検出された。

３)　検体の種類別と疾患別にみたウイルス陽性例数（表4）

(1) 検体の種類別

　検体の種類別では、鼻汁・鼻腔拭い液 781 件（構成比 33.4％ ) が最も検体数が多かった。

以下、糞便 510 件（21.8％ )、咽頭拭い液 491 件（21.0％ )、髄液 297 件（12.7％ )、血液・

血清 84 件（3.6％）の順であった。検体数の多かった鼻汁・鼻腔拭い液、糞便、咽頭拭い液、

髄液のウイルス検出陽性率は、鼻汁・鼻腔拭い液が最も高く 66.5％（519/781）、次いで

咽頭拭い液が 47.0％ (231/491)、糞便の 46.7％ (238/510) であった。髄液は無菌性髄膜

炎と診断された患者の主要な検体 59.8％（174/291) であるが、ウイルス陽性率は、無菌

性髄膜炎で 21.8％ (38/174)、疾患全体では 16.8％（50/297）と低かった。

　一方、検体数は少ないが、うがい液 63.0％（34/54）、喀痰・気管吸引液 62.5％（30/48）、

結膜拭い液 61.1％（11/18）　などは陽性率が高かった。

(2) 疾患別

　検体数の多かった疾患について検体の種類別をみると、最も多い下気道炎の検体では、
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鼻汁・鼻腔拭い液が、74.9％（371/495）を占め、陽性率は 77.6％（288/371）、次いで、

咽頭拭い液 13.5％（67/495）、陽性率 53.7％、喀痰・気管吸引液 6.7％（33/495）、陽

性率 69.7％であった。

　感染性胃腸炎は、糞便検体が 88.5％ (284/321) を占め、陽性率は、57.4％であった。

無菌性髄膜炎では、髄液が 59.8％（174/291) で、陽性率 21.8％ (38/174)、糞便 17.2％

（50/291）、陽性率 52.0％（26/50）、咽頭拭い液 12.4％（36/291）、陽性率 52.8％であっ

た。インフルエンザは鼻汁・鼻腔拭い液 51.9％ (112/216)、陽性率 83.0％、咽頭拭い液

41.2％（89/216）、陽性率 84.3％であった。

（文責：後藤）
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表
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表
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表 5　大阪府における一類、二類および三類感染症の病原菌検出状況（平成 22年）

２．細菌検査情報

　　１）大阪府内で届け出のあった一類、二類（結核を除く）および三類感染症の
　病原菌検出状況（表5～ 8）

　大阪府ではこの 1 年間にペスト（一類感染症）、ジフテリア（二類感染症）は発生しなかっ

た。三類感染症は以下のとおりである。

1．コレラ：輸入症例が 1 例で、コレラ菌 O1 エルトール小川型であった。

2．細菌性赤痢：5 例あり、4 例が輸入症例であった。

3．腸チフス：2 例あり輸入症例であった。

4．パラチフス：3 例あり輸入症例であった。

5．腸管出血性大腸菌：258 症例あり、225 症例が血清群 O157 であった。HUS 患者は

O157 感染例で 9 例、O145 で 1 例あり、そのうち 3 例は O157 抗体検出に基づく届出

であった。死亡例は 1 例あり、輸入症例は O157 で 1 例認められた。

２）継続調査病院からの細菌検査情報 （表 9-1 ～ 9-8）

  4 病院（箕面市立病院、市立吹田市民病院、府立呼吸器・アレルギー医療センター、市

立泉佐野病院）から情報提供を受けた、平成 22 年の成績を集計して以下の成績を得た。

大阪府 大阪市 堺市 東大阪市 高槻市

一類感染症 ペスト 0
二類感染症
(結核除く)

ジフテリア 0

三類感染症 コレラ 1(1) 1(1)

細菌性赤痢 5(4) 1 2(2) 1(1) 1(1)

腸チフス 2(2) 2(2)

パラチフス 3(3) 2(2) 1(1)
腸管出血性
大腸菌感染症

258(1) 139(1) 97 12 8 2

（　）内は輸入例数再掲。

類　型 感染症名 大阪府内計
大阪府内再掲
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表 6　赤痢菌の菌型

表 7　輸入症例の推定感染国（病原菌別集計）

表 8　腸管出血性大腸菌の血清群

大阪府 大阪市 堺市 高槻市

S. dysenteriae 2 1(1) 1(1)
S. flexneri 1a 1(1) 1(1)
S. flexneri 3a 1 1
S. sonnei 2(2) 2(2)

（　）内は輸入例数再掲。

菌　型 大阪府内計
大阪府内再掲

推定感染国　　（　）内数字は分離菌株数。

コレラ菌O1  Ogawa インドネシア（１）

赤痢菌 S. dysenteriae 2 中国（1）

S. flexneri 1a 中国（1）

sonnei インドネシア（1）、ネパール（1）

インド（1）、東南アジア・東ヨーロッパ（1）

インド（2）、インド・バングラディッシュ（1）

腸管出血性大腸菌 O157:H7 インドネシア（１）

病原菌

チフス菌

パラチフスＡ菌

堺市 
感染者数 HUS 死亡 感染者数 HUS 死亡 感染者数 HUS 感染者数 感染者数 HUS 感染者数 HUS

1&2 143 2 1 79 1 1 56 1 6 1 1
2 76 4 46 2 23 2 6 1
1 2 1 1

不明 2 1 1
3 3 2 2 1 1

225 9 1 128(84) 5 1 80 3 12(10) 3 2 1
O8 2 2(1)
O26 17 2(1) 15
O91 3 2 1
O103 5 5(2)
O145 3 1 1 2 1
O165 1 1
OUT 1 1

32 11(7) 17 4(3)
不明 1 1

258 10 1 139(91) 5 1 97 3 12(10) 8(6) 1 2 1合計（事例数）

O157

O157抗体価陽性
O157小計（事例数）

O157以外小計（事例数）

大阪府
大阪府内再掲大阪府内計

血清群 VT型 大阪市 東大阪市 高槻市 
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(1) 消化器系材料（表9-1）

　糞便から検出された病原菌の総数は 324 株であり、黄色ブドウ球菌 186 株が最も多く

検出された。

(2) 呼吸器系材料（表9-4、9-7）

　呼吸器系材料から検出された病原菌は 5,519 株で、結核菌 1,347 株と黄色ブドウ球菌

1,119 株が多数を占めた。

(3) 泌尿生殖器系材料（表9-5、9-8）

　材料別にみて 84.2％が尿からの検出株であるが、検出菌 2,315 株のうち大腸菌 760 株

が最も多かった。

(4) 血液（表9-6）

　血液からの検出菌は 395 株であり、菌種ごとの検出数は大腸菌 120 株、コアグラーゼ

陰性ブドウ球菌 104 株、黄色ブドウ球菌 97 株の順であった。

(5) 穿刺液・髄液（表9-2、9-3）

　穿刺液からは 112 株が検出され、黄色ブドウ球菌が 34 株で最も多く検出された。

　髄液からは 3 株検出され、肺炎球菌が 2 株、インフルエンザ菌が 1 株であった。

３）レンサ球菌調査（大阪府立公衆衛生研究所の成績　平成 22年）

　大阪府内の病院においてレンサ球菌感染症患者から分離された A 群溶血性レンサ球菌

41 株および近畿地区内 ( 滋賀、京都、大阪 ) で発生した劇症型溶血性レンサ球菌感染症

患者から分離されたレンサ球菌 12 株、計 53 株について解析を実施した ( 表 10）。レン

サ球菌感染症患者から最も多く分離された血清型は 12 型であり、次いで B3264 型、1 型

が多く分離された。

　劇症型溶血性レンサ球菌感染症の平成 22 年届出数の全国集計は 124 例、そのうち近畿

地区内では滋賀 3 例、京都 3 例、大阪 9 例、兵庫 2 例、計 17 例の届出があった。17 例

のうち菌株の確保できた 12 例について解析を実施、結果を表 11 に示した。内訳は A 群

溶血性レンサ球菌が 8 株、G 群溶血性レンサ球菌が 4 株であり、A 群溶血性レンサ球菌

の血清型では 1 型が 5 例と多く、劇症例全体の 41.7%を占めた。

　国立感染症研究所が全国から収集した平成 22 年の劇症型溶血性レンサ球菌感染症患者

分離の 75 株の血清型別結果を表 6 に示した。全国集計でも 1 型が最も多く多く (44.0% )、

それに次いで G 群による症例が多かった (25.3% )。

（文責：田口）
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表 9　4病院 * 集計による病原菌検出情報

＊箕面市立病院、市立吹田市民病院、大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター、市立泉佐野病院

003 Salmonella Typhi 1 026 Clostridium botulinum,E

004 Salmonella Paratyphi A 027 Clostridium botulinum,E

006 Salmonella 04(B) 1 028 Bacillus cereus 2

007 Salmonella 07(C1,C4) 1 263 Bacillus thuringiensis

008 Salmonella 08(C2,C3) 041 Entamoeba histodytica

009 Salmonella 09(D1) 13 092 Escherichia coli

010 Salmonella 09,46(D2) 093 Escherichia coli

201 Salmonella 03,10(E1,E2,E3) 094 Escherichia coli

013 Salmonella 01,3,19(E4) 305 Escherichia coli EHEC/VTEC 7

014 Salmonella 013(G1,G2) 095 Escherichia coli 47

015 Salmonella 018(K) Shigella dysenteriae (          )

016 Salmonella Shigella dysenteriae (          )

017 Salmonella 6 Shigella flexneri (           )

018 Yersinia enterocolitica Shigella flexneri (           )

019 Yersinia pseudotuberculosis Shigella boydii  (  )

405 Vibrio cholerae,01:Eltor,Ogawa,CT(+) Shigella boydii  (          )

406 Vibrio cholerae,01:Eltor,Ogawa,CT(-) 090 Shigella sonnei

407 Vibrio cholerae,01:Eltor,Inaba,CT(+) 091 Shigella

408 Vibrio cholerae,01:Eltor,Inaba,CT(-) 324

409 Vibrio cholerae,0139CT(+)

410 Vibrio cholerae,0139CT(-)

411 Vibrio cholerae,01&0139

022 Vibrio parahaemolyticus 001 Escherichia coli 30

104 Vibrio fluvialis 119 Klebsiella pneumoniae 13

115 Vibrio mimicus 118 Haemophilus influenzae 1

206 Aeromonas hydrophila 3 030 Neisseria meningitidis

207 Aeromonas sobria 102 Pseudomonas aeruginosa 15

111 Aeromonas hydrophila/sobria 1 163 Mycobacterium spp 2

101 Plesiomonas shigelloides 024 Staphylococcus aureus 34(20)*

208 Campylobacter jejuni 3 421 Staphylococcus 10

209 Campylobacter coli 038 Streptococcus pneumoniae

023 Campylobacter jejuni/coli 52 422 Anaerobes 7

024 Staphylococcus aureus 186(152)* 125 Mycoplasma pneumoniae

025 Clostridium prefringens 1 112

(  )*:MRSA
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426 Salmonella spp. 3

001 Escherichia coli 118 Haemophilus influenzae 8

118 Haemophilus influenzae 1 030 Neisseria meningitidis

030 Neisseria meningitidis 102 Pseudomonas aeruginosa 32

106 Listeria monocytogenes 024 Staphylococcus aureus 97(57)*

024 Staphylococcus aureus 421 Staphylococcus 104

032 Streptococcus B 032 Streptococcus B 6

038 Streptococcus pneumoniae 2 038 Streptococcus pneumoniae 15

3 422 Anaerobas 9

042 Plasmodium spp.

395

037 Bordetella pertussis

118 Haemophilus influenzae 906

030 Neisseria meningitidis

031 Streptococcus A 65 109 Mycobacterium tuberculosis 1347

038 Streptococcus pneumoniae 682 119 Klebsiella pneumoniae 247

036 Corynebacterium diphtheriae 118 Haemophilus influenzae 279

1,653 039 Legionella pneumophila

102 Pseudomonas aeruginosa 612

024 Staphylococcus aureus 1119(666)*

031 Streptococcus A 11

001 Escherichia coli 760 032 Streptococcus B 43

176 Enterobacter spp. 49 038 Streptococcus pneumoniae 201

119 Klebsiella pneumoniae 165 422 Anaerobes 7

423 Acinetobacter spp. 5 125 Mycoplasma pneumoniae

102 Pseudomonas aeruginosa 150 3,866

024 Staphylococcus aureus 191(130)*

421 Staphylococcus 167

424 Enterococcus spp. 375

425 Candida albicans 88

1,950 029 Neisseria gonorrheae 9

032 Streptococcus B 217

179 Chlamydia trachomatis

124 Uraeplasma

001 Escherichia coli 120 425 Cacdida albicans 138

003 Salmonella Typhi 1 162 Trichomonas vaginalis

004 Salmonella Paratyphi A 364

(  )*:MRSA
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初診年月日 性別 年齢 発生区域 菌種 血清群
血清型
T型

emm型 spe遺伝子 転帰

平成22年 1月21日 男 80歳 京都府 S. pyogenes A 1 emm1.0 speA, speB 死亡

平成22年 3月 9日 女 69歳 堺市 S. pyogenes A 12 113 speB 軽快（推定）

平成22年 3月27日 男 74歳 高槻市
S. dysgalactiae
subsp.
equisimilis

G stC36.7 死亡

平成22年 6月 9日 男 21歳 大阪市 S. pyogenes A B3264 emm89.0 speB, speC 軽快（推定）

平成22年 6月22日 男 63歳 大阪府
S. dysgalactiae
subsp.
equisimilis

G stG6.0 軽快

平成22年 8月12日 男 50歳 滋賀県
S. dysgalactiae
subsp.
equisimilis

G stG6792.3 軽快

平成22年 8月31日 女 87歳 滋賀県
S. dysgalactiae
subsp.
equisimilis

G stG2078.0 軽快

平成22年 9月 1日 男 83歳 大阪市 S. pyogenes A 1 emm1.0 speA, speB 軽快

平成22年11月 2日 女 45歳 大阪府 S. pyogenes A 1 emm1.0 speA, speB 軽快（推定）

平成22年11月18日 女 59歳 京都市 S. pyogenes A 1 emm1.0 speA, speB 軽快

平成22年11月20日 男 44歳 大阪市 S. pyogenes A 1 emm1.0 speA, speB 死亡

平成22年11月23日 男 76歳 滋賀県 S. pyogenes A B3264 emm89.0 speB, speC 軽快

表 10　レンサ球菌検査成績

表 11　劇症型溶血性レンサ球菌感染症例

S. agalactiae

S.
dysgalactiae
subsp.
equisimilis

1 3 4 6 11 12 13 25 28 B3264 UT* A群
小計

B群 G群

41 6 1 2 12 1 1 1 11 6 41

(100) (14.6) (2.4) (4.9) (29.3) (2.4) (2.4) (2.4) (26.8) (14.6)

12 5 1 2 8 4

(100) (41.7) (8.3) (16.7) (66.7) (33.3)

合計 53 11 1 2 13 1 1 1 13 6 49 4

75 33 1 2 2 3 1 3 3 6 54 2 19

(100) (44.0) (1.3) (2.7) (2.7) (4.0) (1.3) (4.0) (4.0) (8.0) (72.0) (2.7) (25.3)

　　*：血清型別不能

劇症型溶血性
レンサ球菌感
染症（全国、
近畿を含む）

Streptococcus pyogenes （A群溶血性レンサ球菌）
　血清型（T型）

レンサ球菌
感染症

劇症型溶血性
レンサ球菌感
染症（近畿）

検査菌株数
（　）内は%
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